























































【2.研究方法】本研究では不確実性に関する何名かの言及について、特に Nassim Nicholas 






は以下のようなマトリックスを利用した。なおこのマトリックスは Rumsfeld や NASA 等によ
って言及され、戦略立案の際利用されている P0F1P。 
 






















いる(Nassim Nicholas Taleb著・望月衛訳『ブラックスワン 不確実性とリスクの本質[上]』、ダ
イヤモンド社(2009) P.231 L.15、原題は The Black Swan)  
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を起こしてしまうとして不満を述べているというものがある。Taleb は Kaynes の論理の定式
化を試みた Samuelson,Hicks,Arrow,Debrew らノーベル経済学賞受賞者をことごとく非難して
いる P7F8P。弁証法的に「Kaynes の創始したマクロ経済学を Samuelson,Hicks が数学的に定式化
した」と安易に言ってはいけない好例である。 
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 N.N.Taleb,1[下]に同じ。第 18章。 
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衰退期を迎え、市場全体として衰退する。 
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